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ソーシャルウェアとしてのeコミウェア

「GGでいい？」、「FBでいい？」、「TTでいい？」…

□「本当に何がいいの？」
□「参加型だからいいの？」
□「タダだからいいの？」
□「本当は何がしたいの？」

⇒何を解決したいのか？
⇒どのような価値を⾼めたいのか？
⇒どんな関係・協働を作りたいのか？
⇒どんな社会・コミュニティにしたいのか？



ガバナンスを支えるeコミウェア

□ソーシャルウェアのビジネスモデルが個⼈の発想や社
会の課題解決⼒を制約する？

□公⺠協働によるソーシャルウェアの開発？
⇒⺠業圧迫？

□ソーシャルウェアに対するガバナンス
⇒機能・サービスは誰がデザインするか？
⇒運⽤ポリシーは誰が決めるのか？
⇒開発は誰の負担で⾏うのか？・・・タダ？
⇒オープンソースの開発コミュニティの⼒？
⇒利⽤者コミュニティと開発コミュニティの協働？

□オープンデータの相互運⽤性
⇒標準APIによる動的２次利⽤

□オープンデータとしての地理空間情報
⇒地図、衛星画像、航空写真、ハザードマップ、社会統計データ、シミュ

レーション、観測・センサーetc(著作権・肖像権・プライバシー・対価？）

□オープンデータとしてのアーカイブス
⇒地域アーカイブス（災害・⾃然・歴史・有形無形⽂化etc）
⇒公共放送・報道等のアーカイブスと社会的活⽤
⇒ソーシャルウェアのログ

オープンデータとeコミウェア



□ソーシャルデザイン・ソーシャルプロデュース
×「ツールありき」〜◎「アウトカム」ありき

⇒領域横断的な知の統合と多様な主体の協働
⇒リスクガバナンスの⾼度化

□戦略的社会実験・よい試⾏錯誤
⇒誰がどのように幸せになれるのか？
⇒具体的な課題解決と価値の創造のためのチャレンジ

□本当に必要な電⼦政府・電⼦⾃治体・eコミュニティ
⇒似⾮ICTからの脱却

eコミウェア・フォーラムに求められること

本気でチャレンジしていただける⽅々や地域とともに、
ソーシャルプロデュースやリスクガバナンスの実践を通
じて、真に求められるソーシャルウェアを再構築

「まじめな⼈」「頭のいい⼈」「おもしろい⼈」は多い
が「本気になれる⼈」が⾜りない⽇本

⼀般社団法⼈eコミウェアフォーラム（設⽴準備中）
を場とした「本気⼈ネットワーク」づくり

eコミウェアによる日本社会のイノベーション


